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10ma88% (添加限界濃度)添加 し手練和した練和物を一週間静置 して調製 した｡
動的粘弾性特性の評価は,応力制御型レオメーター (AR2000,TAhstnme血S)を用
いて流動法 (パラレルプレー ト塵 ‥25mm,ギャップ :600pm,温度 :25｡C)によ
り3.259-325.9Paの勢断応力に対する粘度を測定することによって行ったo被膜厚





























































(1)動的粘弾性特性 :3種類のマ トリックスレジンは,単独でニュー トン流体であって,ナノ
サイズフィラー添加量の増加に伴い粘度増大とチキソトロピー性を発現 した.特に,チキ
ソトロピー性はマ トリックスレジンの影響を大きく受けることを明らかにした.
(2)被膜厚さと粘度との関係 :両者には密接な比例関係が存在し,粘度が低いほど被膜厚さ
を薄く出来るが,合着用セメントには垂直都でも流れ落ちてしまわない特性が求められる
ので,安易に低粘度化することでは所期の目的を達成することが出来ない.この矛盾をチ
キソトロピー性発現によって解決した.
(3)上部構造体の浮き上がり量と粘度との関係 :UDMA/MAA/AEROSIL380は粘度とフィラー粒径
の両面から優位であり,浮き上がり量を5-7〟m(市販レジンセメント:42-45〝m)と極
めて薄く抑制することができた.すなわち,浮き上がり量[〝m]-2.15logl｡粘度[pa･S]+
6.22(RZ=0.94)の比例関係を兄いだした.
これらのことから,UDMA/MAAレジンは優れた機械的性質と耐水特性を発現するのみならず,こ
のマ トリックスレジンとナノフィラーから成るUDMA/姐AA/AEROSIL380複合セメントは,歯科イン
プラント上部構造体の浮き上がり量を可及的に抑制することを可能とした.
よって,審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を罷める.
